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お
子
さ
ん
の
多
い
世
帯
の
経
済

的
な
負
担
を
減
ら
す
た
め
、
第
３

子
以
降
の
学
校
給
食
費
を
無
料
に

し
ま
す
。
無
料
化
の
対
象
に
な
る

保
護
者
で
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な

い
人
は
、
お
早
め
に
手
続
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
回
の
申
請
で
無
料
に

な
る
学
校
給
食
費
は
、
令
和
５
年

４
月
～
令
和
６
年
３
月
分
で
す
。

対
象
に
な
る
保
護
者

　
次
の
要
件
①
～
④
を
全
て
満
た

し
て
い
る
保
護
者

①�

子
ど
も
を
３
人
以
上
扶
養
し
て

い
る
。

②�

扶
養
し
て
い
る
子
の
う
ち
、
上

か
ら
３
番
目
以
降
の
お
子
さ
ん

が
、
南
房
総
市
立
の
小
中
学
校

で
、
学
校
給
食
の
提
供
を
受
け

て
い
る
。

③�

生
活
保
護
や
就
学
援
助
な
ど
に

よ
り
学
校
給
食
費
の
援
助
を
受

け
て
い
な
い
。

④
学
校
給
食
費
に
滞
納
が
な
い
。

申
請
期
限

　
令
和
６
年
３
月
31
日

申
請
方
法

　
申
請
書
と
お
子
さ
ん
の
健
康
保

　

県
で
は
、
農
業
用
生
産
資
材
の

価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
農
業

者
の
皆
さ
ん
に
給
付
金
を
交
付
し

ま
す
。

給
付
額
／
直
近
の
決
算
書
類
に
お

け
る「
生
産
資
材
費
」の
１
割（
上
限

20
万
円
）

※�

生
産
資
材
費
／
「
種
苗
費
」「
農

具
費
」「
農
薬
衛
生
費
」「
諸
材
料

費
」

※�

個
人
事
業
主
の
場
合
、
原
則
と

し
て
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る

場
合
が
対
象
。

※�

直
近
決
算
に
お
け
る
生
産
資
材

費
が
20
万
円
以
上
の
農
業
者
に

限
る
。

※�
詳
細
は
、
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
『
広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
７
月

号
』で
お
知
ら
せ
し
た
こ
の
給
付
金

の
申
請
期
限
は
10
月
31
日
で
す
。

　
申
請
の
済
ん
で
い
な
い
世
帯
は
、

期
限
内
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

�

社
会
福
祉
課

　
　
☎
36�

―�

１
１
５
３

申
込
期
限
／
12
月
15
日（
金
）ま
で

※�

令
和
５
年
１
月
１
日
以
降
に
営

農
を
開
始
し
た
認
定
新
規
就
農

者
は
、
令
和
６
年
１
月
31
日

（
水
）ま
で

　

　

�

千
葉
県
農
業
用
生
産
資

材
支
援
事
務
局

　
☎
０
１
２
０�

―�

９
８
５�

―�

１
２
４

（
平
日
10
時
～
19
時
ま
で
）

※�

休
業
日
：
土
・
日
・
祝
日
、
12

月
29
日
～
１
月
3
日�

険
証
の
写
し
を
、
教
育
総
務
課
、

市
民
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
各
地
域
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
必
要
書
類
や
制
度
な
ど
、
詳
し

く
は
問
い
合
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

　
教
育
総
務
課

�
�

☎
46�

―�

２
９
６
１

　
市
で
は
、
在
宅
で
介
護
を
受
け

て
い
る
人
、
ま
た
は
そ
の
人
の
介

護
者
に
対
し
、
負
担
を
軽
減
し
生

活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
介
護
用

品（
紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ド
、

紙
パ
ン
ツ
）の
現
物
を
支
給
し
ま

す
。

対
象
者

　
65
歳
以
上
の
要
介
護
４
ま
た
は

５
と
認
定
さ
れ
た
人
で
、
次
の
要

件
に
す
べ
て
該
当
す
る
人
。
ま
た

は
そ
の
介
護
者（
同
居
ま
た
は
こ
れ

に
準
ず
る
状
態
に
あ
る
人
）。

・�

本
市
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

・�

在
宅
に
て
介
護
を
受
け
て
い
る

人
・�

前
年
度
の
市
町
村
民
税
が
非
課

税
の
世
帯

支
給
限
度
額

　
１
人
２
５
，
０
０
０
円
以
内
／

回（
年
４
回
、
５
月
、
８
月
、
11

月
、
２
月
に
現
物
支
給
）

第
３
子
以
降
の
学
校
給
食

費
無
料
化
の
申
請
は
お
済

み
で
す
か
？

補
助
・
申
請

補
助
・
申
請

農
業
用
資
材
の
価
格
高
騰

の
影
響
を
受
け
る
農
家
の

皆
さ
ん
を
支
援
し
ま
す

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

紙
お
む
つ
な
ど
を
支
給
し

ま
す

申
込
期
限
お
よ
び
支
給
時
期

　
10
月
11
日
ま
で（
11
月
支
給
分
）

申
請
方
法

　
申
し
込
み
先
に
申
請
書
と
必
要

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

　

　

�

南
房
総
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
本
所
）

　
☎
29�

―�

３
７
２
９

　
ま
た
は

　

�

お
近
く
の
福
祉
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
へ

https://jimukyoku.site/
chiba/nogyoshien/

検索千葉県  農業資材  支援
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改
正
実
施
日
／
10
月
２
日
～

主
な
改
正
点

富
山
線（
ト
ミ
ー
号
）　

①�

平
日
、
土
休
日
と
も
全
便
を「
道
の
駅
富

楽
里
と
み
や
ま
」に
乗
り
入
れ
ま
す
。

②�

需
要
の
少
な
い
区
間
の
一
部
減
便
な
ど

を
行
い
ま
す
。

③�

土
休
日
の
午
前
中
帯
に「
岩
井
駅
～
山
田

中
」間
を
１
往
復
増
便
し
ま
す
。

富
浦
線（
さ
ざ
な
み
号
）

①�

お
買
い
物
便
を
集
約
し
、
平
日
第
２
便

に
カ
イ
ン
ズ
館
山
店
行
き（
月
・
木
・

金
）を
組
み
入
れ
ま
す
。

②�

①
に
伴
い
、
平
日
第
２
便
お
よ
び
第
３

便
の
時
刻
を
変
更
し
ま
す
。

③�

平
日
第
１
便
お
よ
び
第
２
便
に
富
浦
町

多
田
良
地
区
の
北
浜
通
り
を
組
み
入
れ

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
市
企
画
財
政
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
な
お
、
路
線
沿
線
の
み

な
さ
ん
に
は
、
改
正
後
の
時
刻
表
を
掲
載

し
た
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

市
営
路
線
バ
ス
富
山
線
・
富
浦

線
の
一
部
ダ
イ
ヤ
改
正
を
行
い

ま
す

白
浜
地
区
秋
季
海
岸
清
掃
を
実

施
し
ま
す

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　
柔
道
整
復
師（
整
骨
院･

接
骨
院
）は
、
骨

折
、
脱
臼
、
ね
ん
ざ
、
打
撲
や
肉
離
れ
な

ど
の
痛
み
に
対
し
て
施
術
を
行
う
専
門
家

で
す
。

　
た
だ
し
、「
医
師
」で
は
な
い
た
め
、�

施
術

の
行
為
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
手
術
や
薬

の
処
方
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
な
ど
は
行
え

ま
せ
ん
。

　

整
骨
院
や
接
骨
院
は
、
わ
た
し
た
ち
の

身
近
に
あ
り
、
い
つ
で
も
気
軽
に
利
用
で

き
ま
す
が
、�

施
術
に
は
健
康
保
険
が
使
え

る
場
合
と
使
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
整
骨
院･

接
骨
院
の
正
し
い
か
か
り
方
を

き
ち
ん
と
理
解
し
、
適
正
に
施
術
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

健
康
保
険
が
使
え
る
場
合

・
外
傷
性
の
ね
ん
ざ
、
打
撲
、
肉
離
れ

・�

骨
折･

脱
臼（
応
急
手
当
の
場
合
以
外
は

医
師
の
同
意
が
必
要
）

健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合（
全
額
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
）

・�
単
な
る
肩
こ
り
、
日
常
生
活
に
よ
る
疲

れ
や
筋
肉
疲
労
な
ど

・�
病
院
や
診
療
所
で
同
じ
対
象
疾
患
に
つ

い
て
治
療
を
受
け
て
い
る
と
き

施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
事
項

・�

負
傷
原
因
を
正
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・�

領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

・�

療
養
費
支
給
申
請
書
は
必
ず
自
分
で
サ

柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接
骨
院
）

の
施
術
を
受
け
る
と
き
は

イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
は
、
内
科

的
要
因
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
医
師
の

診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・�「
つ
い
で
に
ほ
か
の
部
分
も
」や「
家
族
に

付
き
添
っ
た
つ
い
で
に
」な
ど「
つ
い
で
」

の
利
用
は
保
険
適
用
で
き
ま
せ
ん
。

支
払
の
方
法

　

療
養
費
は
、
本
来
患
者
が
費
用
の
全
額

を
支
払
っ
た
後
、
保
険
者（
市
や
健
康
保
険

組
合
な
ど
）へ
請
求
し
て
保
険
適
用
分
の
支

給
を
受
け
る「
償
還
払
い
」が
原
則
で
す
が
、

柔
道
整
復
師
の
施
術
に
つ
い
て
は
、
例
外

的
に
、
患
者
が
自
己
負
担
額
分
の
み
を
柔

道
整
復
師
に
支
払
い
、
柔
道
整
復
師
が
患

者
に
代
わ
っ
て
保
険
適
用
分
の
費
用
を
保

険
者
に
請
求
す
る「
受
領
委
任
」と
い
う
方

法
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
柔
道
整
復
師
に
よ
る
施

術
を
病
院
や
診
療
所
な
ど
の
診
療
と
同
じ

よ
う
に
自
己
負
担
分
の
み
を
支
払
う
こ
と

で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
柔
道

整
復
師
が
患
者
の
代
わ
り
に
保
険
請
求
を

行
う
た
め
、
施
術
を
受
け
る
と
き
は
、
療

養
費
支
給
申
請
書
に
患
者
の
人
の
サ
イ
ン

が
必
要
で
す
。

　
こ
の
申
請
書
に
は
、
負
傷
名
や
施
術
内

容
、
施
術
回
数
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る

た
め
、
し
っ
か
り
確
認
し
て
か
ら
サ
イ
ン
し

て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
年
金
課　
☎
33�

―�

１
０
６
０

と　
き
／
10
月
15
日（
日
）

と
こ
ろ
／
地
区
内
海
岸
線

※�

地
区
に
よ
っ
て
は
、
ほ
か
の
日
に
実
施
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
各
地
区
役
員
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
白
浜
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
38�

―�

３
１
１
１

富山線（トミー号）富浦線（さざなみ号）

　
企
画
財
政
課　
☎
33�

―�

１
０
０
１



3

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度
に
つ
い

て
、
広
く
国
民
に
理
解
し
認
識
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
気
軽
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
10
月
16
日（
月
）か
ら
22
日

（
日
）ま
で
の
１
週
間
を「
行
政
相
談
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
毎
月
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
行
政
相
談
所
を

開
設
し
、
皆
さ
ん
か
ら
の
困
り
ご
と
を
お

聴
き
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

と
き･

と
こ
ろ
／
本
紙
７
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い

相
談
内
容
／
道
路
の
こ
と
、
年
金
の
こ
と
、

保
険
の
こ
と
、
役
所
の
手
続
き
の
こ
と
な

ど　
秘
書
広
報
課　

�
�

☎
33�

―�

１
０
０
２

�
�

千
葉
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

�
�

☎
０
５
７
０�

―�

０
９
０
１
１
０

�
�

０
４
３�

―�

２
４
６�

―�

９
８
２
９

　
調
査
は
水
道
局
が
委
託
し
た
調
査
員
が

行
い
ま
す
が
、
水
道
局
が
発
行
し
た
身
分

証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
水
道
メ
ー

タ
ー
の
位
置
な
ど
を
調
べ
る
た
め
、
敷
地

内
に
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
員
は
他
の
調
査
を
勧
め
る

こ
と
や
、
費
用
の
請
求
、
物
品
な
ど
の
販

売
お
よ
び
勧
誘
は
絶
対
に
行
い
ま
せ
ん
。

不
審
な
点
が
あ
る
場
合
は
水
道
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

調
査
地
区

　
千
倉
、
丸
山
お
よ
び
白
浜
地
区

調
査
期
間

　
令
和
５
年
９
月
～
令
和
６
年
３
月

　
水
道
局　
☎
44�
―�
４
６
１
１

　
県
で
は
10
月
を「
イ
ノ
シ
シ
対
策
一
斉
刈

払
い
月
間
」と
し
て
刈
払
い
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
山
林
近
く
の
雑
草
が
生
い
茂
る
耕
作
放

棄
地･

放
置
竹
林
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
格
好
の

棲
み
家
で
す
。
定
期
的
に
刈
払
い
、
適
切

に
管
理
し
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被

害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
農
林
水
産
課　
☎
33�

―�

１
０
７
１

応
募
資
格

　
①�

年
齢
20
歳
以
上（
２
０
２
３
年
４
月
現

在
）

　
②
資
格･

経
験
不
問

　
③�

基
礎
研
修
講
座
と
宿
泊
研
修
に
出
席

で
き
る
こ
と

研
修
期
間

　
２
０
２
４
年
４
月
５
日

　
　
～
２
０
２
５
年
３
月
22
日

受
講
料

　
有
料

申
込
締
切

　
２
０
２
３
年
12
月
20
日（
水
）

　
（
当
日
消
印
有
効
）

　

�

指
定
の
応
募
用
紙
を
申
込
先
へ
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　

　

　

�

社
会
福
祉
法
人
千
葉
い
の
ち
の
電
話
事

務
局（
月
～
金
の
９
時
～
17
時
）

　
☎
０
４
３�

―�

２
２
２�

―�

４
４
１
６

　

自
然
災
害
や
市
場
価
格
の
低
下
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
よ
る
収
入
の
減
少

を
補
償
す
る「
収
入
保
険
」に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

　

加
入
で
き
る
人
は
、
青
色
申
告
を
行
っ

て
い
る
農
業
者
で
す
。

　
県
と
市
で
は
収
入
保
険
に
加
入
す
る
人

を
対
象
に
期
間
限
定
で
保
険
料
の
補
助
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
千
葉
県
農
業
共
済
組
合
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
県
補
助
事
業
に
つ
い
て

　
　
千
葉
県
農
業
共
済
組
合
収
入
保
険
課

　
　
☎
０
４
３�

―�

２
４
５�

―�

７
４
４
７

　
市
補
助
事
業
に
つ
い
て

　
　
千
葉
県
農
業
共
済
組
合

　
　
ぼ
う
そ
う
支
所
安
房
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
22�

―�

９
０
１
１

10
月
16
日
～
22
日
は

　
　
　
　
行
政
相
談
週
間
で
す

水
道
メ
ー
タ
ー
の
確
認
調
査
を

実
施
し
ま
す

第
35
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員

を
募
集
し
ま
す

収
入
保
険
で
農
業
経
営
リ
ス
ク

へ
の
備
え
を

募
　
集

募
　
集

耕
作
放
棄
地
・
放
置
竹
林
を
刈

払
っ
て
イ
ノ
シ
シ
の
棲
み
家
を

な
く
そ
う
！
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令
和
５
年
11
月
１
日
現
在（
流
通
加
工
調

査
は
令
和
６
年
１
月
１
日
現
在
）で「
２
０

２
３
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
」を
実
施
し
ま
す
。

　
「
漁
業
セ
ン
サ
ス
」は
、
我
が
国
漁
業
の

生
産
構
造
、
就
業
構
造
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
漁
村
、
水
産
物
流
通･

加
工
業

な
ど
の
漁
業
を
と
り
ま
く
実
態
と
変
化
を

総
合
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
統

計
法
に
基
づ
い
て
５
年
ご
と
に
行
う
大
規

模
な
調
査
で
す
。

　

10
月
中
旬（
流
通
加
工
調
査
は
１
月
上

旬
）か
ら
調
査
員
が
漁
業
関
係
者
の
方
々
を

訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
票
に
漁
業
の
操

業
状
況
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
回
答
も
可
能
で
す
。

　
「
漁
業
セ
ン
サ
ス
」は
、
漁
業
の
現
状
を

知
り
将
来
を
考
え
る
た
め
の
大
切
な
調
査

で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
企
画
財
政
課　
☎
33�

―�

１
０
０
１

対
象
者
／
①
65
歳
以
上
の
人

※�

委
託
医
療
機
関
名
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

下
さ
い
。

②�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓･

じ
ん
臓･

呼
吸

器
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
の
機
能
に
障
害
の
あ
る
人（
た
だ
し
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
の
人
の
み
）

※�

②
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
な

た
め
、
健
康
推
進
課（
三
芳
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
朝
夷
行
政
セ
ン

タ
ー
、
本
庁
市
民
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
期
間
／
10
月
１
日（
日
）～
12
月
31
日（
日
）

助
成
額
／
１
，
５
０
０
円

※�

助
成
対
象
者
の
中
で
、
生
活
保
護
受
給
者
は

無
料
で
す
。「
生
活
保
護
受
給
証
明
書
」を
医
療

機
関
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
証
明
書
の
発
行

は
、
社
会
福
祉
課（
☎
36�

―�

１
１
５
１
）へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
証
明
書
が
な
け
れ
ば
、
有

料
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

　
健
康
推
進
課　
☎
36�

―�

１
１
５
４

と　
き
／
10
月
20
日（
金
）

�
�

①
10
時
～
11
時
30
分

�
�

②
13
時
30
分
～
16
時

と
こ
ろ
／
①
丸
山
児
童
体
育
館

�
�

②
三
芳
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
健
康
推
進
課　
☎
36�

―�

１
１
５
４

２
０
２
３
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
助
成

献
血

健診後の健康相談

　健診後の健康相談を下記の日程で実施します。
　健診結果の見方や日頃の食生活や運動など、生活習慣病の予防･改善に向けた
相談に保健師・管理栄養士が応じます。健診結果をそのままにせず、御自身の
健康について考えてみませんか。
　どなたでも利用できますので、健康相談の場としてお気軽にお越しください。
内　容：保健師および管理栄養士による個別相談
持ち物：健診結果通知表（受診された人）、健康手帳（お持ちの人）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

月　日 場　所 時　間※
10月18日（水）� 白浜コミュニティセンター ※�時間は予約制です。

　�希望される日時を健康推進
課までご連絡ください。

①13：30～
②14：00～
③14：30～
④15：00～
⑤15：30～
⑥16：00～

申込期限／
希望日の前日（土日・祝日の場
合はその前日）まで

10月31日（火）� 千倉保健センター
11月　６日（月）� とみうら元気倶楽部
11月14日（火）� 和田地域福祉センター「やすらぎ」
11月17日（金）� 富山岩井コミュニティセンター
11月27日（月）� 子育て支援センター「ほのぼの」
11月30日（木）� 三芳保健福祉センター

予約制

その他：電話での健康相談は随時行っています。お気軽にご利用ください。
　健康推進課　☎３６－１１５４
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図書館　　☎ ４０－１１２０
開館時間　９：００～１７：００

（水曜のみ  ９：００～１９：００）
休館日　　月曜日・祝日・年末年始図書館だより図書館だより

〒 295-0004　南房総市千倉町瀬戸 2340-5　https://www.city.minamiboso.chiba.jp/0000000999.html

　　

＜一般書＞
・不整脈知って解消不安と疑問		 副島　京子
・インフルエンザウイルスを発見した日本人
　　　　　　　　　　　　　　　　山内　一也
・逆転正義	 	 下村　敦史
・球形の囁き	 	 長岡　弘樹
・恋ははかない、あるいは、
　　プールの底のステーキ	 	 川上　弘美
・桜の血族	 	 吉川　英梨
・首都襲撃	 	 高嶋　哲夫
・伝言	 	 中脇　初枝
・化かしもの戦国謀将寄譚	 	 蓑輪　　諒
・夫妻集	 	 小野寺史宜

※８月中に上記を含め、新刊本は２４８冊入りました。

＜児童書＞
・戦争はなぜ起こる？どうすれば防げるのか？

森　　肇志
・ぼくのじゃがいも　　　　ジョシュ ･レイシー
・おおきくなったリス	 	 伊佐　久美
・カイト	 	 石川えりこ
・どうぞめしあがれ！	　佐野･ブーゼルダ･マリア
・6＋1の不思議	 	 斉藤　　洋
・あしたへのまわり道	 	 梅田　俊作
・海のこびととガラスびんの伝説

サリー ･ガードナー
・恐竜がもっと好きになる化石の話	 木村　由莉
・たいふうこぐま	 　　おくやまゆか

●●●●●●● 新着図書紹介 ●●●●●●●

●秋の読書週間（10月27日～ 11月９日）に本を読んでみませんか。心ゆたかに生涯読書！

●11月５日（日）秋の読書週間行事「本を身近に感じよう！」開催決定！！

●丸山公民館図書室が再開します！

  毎週水曜日（祝日を除く）は、19時まで開館しています。皆さんのご利用をお待ちしています。

　「敬老の日2023読書のすすめ」から本のご紹介！
　各都道府県読書推進運動協議会の推薦を基にして選定された24冊の中から、３冊をご紹介します。３冊以
外にも図書館特設コーナーにありますので、図書館に来館した際は、ぜひご覧ください。

　午前の部・午後の部の２部構成で、楽しい講話やワークショップなどを開催します。この機会にぜひ図書
館へおいでください。参加するには、申込みが必要です。10月４日(水)９時から受付を開始します！！

　大規模改修により休館していましたが、10月4日（水）から再開します。ぜひご利用下さい。

老いの玉手箱
　　　樋口　恵子

　ベストセラー「老
いの福袋」で大人
気、ヒグチさん（91
歳）が人生１００年
時代のモヤモヤを
晴らします！

老害の人
　内館　牧子

　迷惑なの！と言
われても。「終わっ
た人」「すぐ死ぬん
だから」「今度生ま
れたら」に続く著者
「高齢者小説」

たりる生活
　群　ようこ

　〈終活〉の第１歩、
身近な生活を手に
するための引っ越
しエッセイ。「１冊の
本」連載を加筆修正
し書籍化。

とき･ところ：11月５日（日）図書館郷土資料室･テラス
午前の部　10：30 ～ 12：00　（定員20人）
内　容：講話「図鑑で星空を見よう！」
　　　　～星と星座の話～　
講　師：まちの先生　岩波正弥 氏
対　象：市内および近隣市町の高校生以上　※市内優先
その他： 9：30 ～ 15：00　テラスで図書館などの蔵書を整理して不用となった本を無償でお譲りする古

本市とコーヒーのセルフサービスを実施します。
申込方法：市図書館窓口または電話で申込（市図書館☎４０－１１２０）
受付期間：10月４日（水）から定員に達するまで先着順。市外の人の受付は10月20日（金）以降となります。
　参加費・持ち物不用※イベントチラシは、市公式ラインに掲載します。

午後の部　13：30 ～ 15：00　（定員20人）
内　容： ワークショップ「おとなのための参加型絵本

講座」（絵本セラピー）
講　師：絵本読み聞かせ講師　上甲知子 氏
対　象：市内および近隣市町の高校生以上 ※市内優先
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☎ 40－5111

　今月の行事をお知らせします。
　会場の記載のないものは、子育て支援センター（南
房総市珠師ケ谷1289番地13）で開催されます。
　また、子育て相談、幼児相談、ことばの相談などは、
随時受け付けています。お気軽にご相談ください。

にこにこひろばにこにこひろば
休 館 日　日曜・月曜日、祝日・年末年始休 館 日　日曜・月曜日、祝日・年末年始
開館時間　9:30 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 16:00開館時間　9:30 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 16:00

　年齢にあわせた親子遊びや手遊び、製作など
定　　員　各回　10組程度　　
申　　込　各教室の前日までに申し込んでください。

にこにこ教室（あそびの教室）　

　誕生月のお子さんをみんなでお祝いします。
対　　象　10月生まれのお子さん
と　　き　10月27日（金）11：15～
締め切り　10月26日（木）

お誕生会

　ほのぼののひろばで運動会を行います。
と　　き　10月３日（火）10：05～11：05　
対　　象　うさぎ組　くま組　ぞう組
　　　　　（９月26日（火）までに予約された人）

運動会

　南房総市図書館より絵本の貸し出しを行います。
と　　き　10月27日（金）10：45～11：15

絵本の貸し出し

　ボランティアさんによる、絵本の読み聞かせがあ
ります。
と　　き　10月27日（金）11：15～

絵本の読み聞かせ

　にこにこひろばでは、親子が気軽に遊んだり、交流
したりして、仲間づくりをします。子育てについてわ
からないことや、困っていることはスタッフが相談に
応じます。
　0歳から就園前までのお子さんをお待ちしています。

  お願い…教室ほかイベントは、市内に住所がある人が対象です。申し込みが必要な行事は締め切りまでに申し込みください。

10 月こ そ だ て

出張にこにこひろば
　スタッフが地域に出向いて親子の交流の場を提
供する「出張にこにこひろば」を開設します。
　南房総市民で０歳から就園前までのお子さんが
対象となります。

ところ と　き
千倉保健センター 10月４日（水） 10：00～11：30
三芳保健福祉センター 10月19日（木） 10：00～11：30

　お子さんのことばについて気になることがありま
したらことばの先生が相談を受けてくれます。お気
軽にご連絡ください。　�
と　　き　10月18日（水）9：30～16：00

ことばの相談 予約制

幼児相談
　お子さんに関する心配や悩みなどがありましたら
臨床心理士が相談を受けてくれます。お気軽にご連
絡ください。
と　　き　10月12日（木）9：15～12：15

予約制

対　象　児 と　き
（ひよこ組）
2か月～お座りができるお子さん 10月６日（金）

10:00～
10:30

（りす組）R4.4.2生まれ～
ハイハイができるお子さん 10月11日（水）
（うさぎ組）
R3.4.2～R4.4.1生まれ 10月20日（金）
（くま組）
R2.4.2～R3.4.1生まれ 10月24日（火）
（ぞう組）
H31.4.2～R2.4.1生まれ 10月26日（木）

親子体操教室
　体操の先生と一緒に体を動かして遊びます。
対　　象　歩けるお子さん
と　　き　10月10日（火）10：00～11：00
と こ ろ　和田コミュニティセンター　�
締め切り　10月７日（土）

ファミサポ交流会 in ほのぼの
　ＮＰＯ法人たからばこの皆さんと一緒に親子遊
び、子育てについてのお話しをします。ファミサポ
会員以外の人も参加できます。
と　　き　10月26日（木）10：00～11：10
※�ファミサポ会員（育児を頑張る人をサポートする）に
ついては随時募集を行っております。詳細について
は子育て支援センターにお問い合わせください。

　図書館　☎４０－１１２０
名　　称 と　き と　こ　ろ

とみうら絵本だいすきの会 10月８日（日） 11：00～ 11：30 とみうら元気倶楽部
絵本読み聞かせ教室和田 10月14日（土） 10：00～ 11：00 和田地域福祉センター「やすらぎ」
千倉おはなし会「しおまねき」 10月14日（土） 10：30～ 11：15 市図書館
絵本おはなし会 10月21日（土） 10：00～ 11：00 子育て支援センター「ほのぼの」
おはなしのたね 10月21日（土） 10：00～ 11：30 三芳農村環境改善センター
おはなしだいすき「あひるの会」 10月21日（土） 10：30～ 11：30 富山岩井コミュニティセンター

●絵本の読み聞かせ

予約制

予約制
予約制
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こ そ だ て

そ う だ ん

税（所得税、法人税、相続税など）
に関する無料相談です。予約は毎
月末日が締切です。
と　き／ 10月10日（火）
� 10：00～15：00
ところ／法青会館３階
　税理士会館山支部　

　　☎２３－４１３２

税務支援相談
年金、保険などの国の行政全般に関
する意見や要望
と　き／ 10月25日（水）
　　　　13：30～16：00　　　
ところ／とみうら元気倶楽部　　
　秘書広報課

　　☎３３－１００２

行政相談
いじめ、家庭内の問題に関する相談
と　き／①10月13日（金）
� ②10月20日（金）
� 　の13：30～16：00
ところ／①とみうら元気倶楽部　
� ②子育て支援センター
　　　　　「ほのぼの」
　市民課�☎３３－１０５１

人権相談

不動産に関する登記手続案内
と　き／毎週火・木曜日�
　　　　９：00～16：00

　 　千葉地方法務局館山支局　
� ☎２２－０６２０

  電話による登記手続相談

相続などの相談に司法書士が応じます。
と　き／ 10月19日（木）�
� 13：00 ～ 16：40
ところ／ちくら介護予防センター
� 「ゆらり」

　 　社会福祉協議会
　　　�☎２９－３７２９

法律相談

多重債務相談、サービス・商品に
関する相談・苦情
と　き／ 10月10日（火）
� 10月23日（月）※高齢者優先
� の10：45～16：00

　 　商工課�☎３３－１０９２
※�電話による相談：消費生活相談
専用番号　☎３３－４３００へ
※�相談日以外の電話相談：千葉県
消費者センター
　☎０４７－４３４－０９９９へ

消費者相談
と　き／ 10月７日（土）
　　　　10：30～12：00、
　　　　13：00～15：00
ところ／三芳農村環境改善センター

　 　ちば司法書士総合相談センター
� ☎０４３－２０４－８３３３

安房巡回法律相談

相続や遺言、離婚などの手続きや、
官公署へ提出する書類の手続きな
どの相談
と　き／ 10月24日（火）
� 10：00～19：30
ところ／館山コミュニティセンター
� １階　第１学習室
予約受付／ 10月12日（木）～18日（水）
� 　（土･日を除く）

　 　千葉県行政書士会安房支部
� ☎２８－４３３３（江澤事務所）

　行政書士による無料相談

調停制度に関する相談
※�現在、裁判所で取扱中である事
件の相談は不可
と　き／10月14日（土）
� � 10：00～15：00
申込み／無料・予約不要（先着順）
ところ／南総文化ホール大会議室
相談内容／�金銭トラブル、交通事故、

離婚、相続など
　館山調停協会会長　鈴木

� ☎０９０－３０６８－３３４５

無料調停相談会 介護・福祉・生活のことや権利擁
護などの相談
内房高齢者相談センター
と　き／月～金
� 8：30～17：00
担当地区／富浦･富山･三芳
� ☎２０－４５００
外房高齢者相談センター　
と　き／月～金
� 8：30～17：00
担当地区／白浜･千倉･丸山･和田
� ☎４０－１２７７

高齢者の総合相談窓口
里親制度についての相談。里親の
ことを知りたい、応援・支援したい
などの相談にも応じます。
と　き／月～金曜日の９：00～17：00
　NPO法人子ども家庭サポート

　　センターちば（オレンジの会）　
　　☎２８－４２８８

里親相談

予

予

予

予

予

予 ／予約制

●乳児相談・幼児健診 　 　健康推進課　☎３６－１１５４
項　　目 対象児 と　き と　こ　ろ
４か月児相談 令和５年５月生まれ 10月13日（金） 13：30～ 13：45 三芳保健福祉センター９か月児相談 令和４年12月生まれ 14：00～ 14：15
２歳児歯科
健康診査

令和３年４月までに
生まれた３歳未満 10月26日（木） 個別に通知

します。 千倉保健センター

　 　健康推進課　☎３６－１１５４●こそだて
項　　目 内　容 と　き と　こ　ろ

親子きずなの教室
（両親学級） 赤ちゃんのお世話･沐浴実習 10月22日（日） ９：30～ 11：30

（受付９：15～９：30） 三芳保健福祉センター

　妊娠期を健康に過ごせるように教室を開催しています。

対象者／妊婦さんとご家族　申込締切／10月19日(木)
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10 月日 当 番 医休
　　　　
安房地域医療センター�（☎25− 5111）は、
毎日24時間体制で救急患者を受け入れています ｡
そのほかの当番医は次のとおりです ｡

10月１日（日）
東条病院（鴨川市）　☎０４−７０９２−１２０７
中原病院（館山市）　☎４７−２０２１
10月８日（日）
館山病院（館山市）　☎２２−１１２２
花の谷クリニック（南房総市）　☎４４−５３０３
10月９日（月）
富山国保病院（南房総市）　☎５８−０３０１
10月15日（日）
鋸南病院（鋸南町）　☎５５−２１２５
平野眼科　☎２７−３６３６
10月22日（日）
館山病院（館山市）　☎２２−１１２２
10月29日（日）
鴨川国保病院（鴨川町）　☎０４−７０９７−１２２１
花の谷クリニック（南房総市）　☎４４−５３０３

８人
53人
��81人
103人

※外国人住民を含みます。（　）内は前月比
※人口・世帯数は令和５年９月１日現在
※出生・死亡・転入・転出は令和５年８月中の人口動態

総人口　35,029人� �（－�67）
　　男　16,803人� �（－�48）
　　女　18,226人� �（－�19）
世帯数　17,014世帯� �（－�14）

出生
死亡
転入
転出

じ ん こ う

　平日の午前8時30分から午後5時までの間に、カード
の受取り場所へ事前にご予約ください。
休日交付／ 10月15日（日）　夜間交付／ 10月26日（木）

　 　富浦・富山・三芳地区に
　　　�お住まいの人　
� ▶市民課　☎３３－１０５１
� �白浜・千倉・丸山・和田地区

にお住まいの人
� ▶朝夷行政センター　☎４４－１１１１
※10月以降は偶数月のみの実施となります。

マイナンバーカード夜間・休日交付

地
球
環
境
保
護
の
た
め
、
こ
の
用
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　「介護知識･介護保険･認知症」などの基礎を学習し
ます。さらに「資格･仕事内容」なども介護職から聞
けるチャンスです。希望者には、「職場見学･就職」の
個別相談も行います。定員制なので、早めにお問い
合わせください。
と　き／ 10月21日（土）　10：00～15：40
ところ／イオンタウン館山コミュニティホール
　　　　（館山市八幡５４５―１）
定　員／ 20人（事前申込先着順）
参加費／受講料･テキスト代無料
　社会福祉法人初穂会�稲毛ペコリーノ

� （木･日曜定休）
� ☎０４３－３０６－８５２０

　木育とは、木とふれあい、木と学び、木と生きる取
組として始まり、子どものころから木を身近に使うこと
で、人と、木や森との関わりを主体的に考えられる豊か
な心を育むことを目的とされています。
　森林の多くある南房総市でも木育を促進するため、
指導者育成のために講座を開催します。
と　き／ 10月21日（土）10：00～16：00
ところ／大房岬自然の家　受講料／無料　　
定　員／ 20人（定員を超える場合は抽選）
対象者／�市内在住または市内在勤で、受講後に仕事や

社会活動で木育を生かせる人
申込方法／大房岬自然の家のホームページから申し込み
申込期限／ �10月13日（金）まで
　大房岬自然の家　☎３３－４５５１

講習・研修講習・研修

木育コーディネーター養成講座の受講者を
募集します

県主催の　
　介護に関する入門的研修を開催

　　

市 県 民 税
国 民 健 康 保 険 税
後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料

（第３期）
（第４期）
（第４期）
（第４期）

納期限
10月31日（火）の う ぜ い

※お支払いには口座振替が便利です。

起業・創業支援、新商品開発、販路拡大などの相談
と　き／10月25日（水）10：00～16：00　
　　　　※相談時間は１事業者１時間
ところ／市役所本庁舎　別館１
申込締切／10月17日（火）17：00まで

　 　商工課　☎３３－１０９２

中小企業支援総合窓口 予約制
予約制

市ホームページ


